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　（２）結核登録患者の健康診断
　①目的 結核のまん延を防止する。
　②対象 感染症法53条の12に規定されている結核患者。
　③方法 感染症法53条の13に基づくエックス線検査など。
　④実績

２）結核の指標

　（１）結核の現況

※1 新登録結核患者数とは、1年間に新たに結核患者として登録された数をいう。

※2

※3 全結核罹患率とは、人口10万人に対する新登録結核患者数の占める割合をいう。

※4

※5

※6 年末における結核登録患者の病状把握が不充分な程高値を示す。

　本表は、結核患者管理及び結核の現状を把握するために重要な数値であり、当市における結核
予防事業の根本とも言えるものである。
　当市の現状は、新たな結核患者の発生率（罹患率）は年々減少している状況ではあるが、70歳
以上の結核患者発生割合が増えている。
　保健所として標準治療による確実な服薬を徹底し、治療中断者や脱落者を無くすと共に、確実
な接触者健康診断を実施し新たな結核患者の発生を減少させるために結核患者・家族支援の総合
的体系を構築し、国の示す人口10万人対罹患率10以下の維持を目指していく。

全登録結核患者数とは、現在結核患者として登録されている患者数であり、治療中の患者
及び治療後の経過観察患者を含んでいる。

全結核有病率とは、年末時における人口10万人に対する全結核登録患者数のうち現在治療
（服薬）中の患者数の占める割合をいう。

平均有病期間は、治療（服薬）期間を示すものであり、結核医療基準に基づいた標準化学
療法方式が行われているかどうかの目安となる。
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(人)

(年次)

新登録結核患者数 ※1

全登録結核患者数 ※2

新登録結核患者数の内

70歳以上の率

28 29 30 元 2

※3 14.2 14.1 12.3 9.0 8.2

※4 10.7 10.3 9.3 6.7 8.0

※5 9.0 8.8 9.1 9.0 11.7

※6 4.5 2.2 0.6 0.0 0.9

区分＼年次

全結核罹患率

年末活動性不明率

平均有病期間

全結核有病率
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